
滋賀県立湖南農業高等学校は、琵琶湖に負荷をかけない農業を発

展的に実践していくことを校是として取り組んでいる。絶滅危惧種

に指定されている生き物が棲息するなど、多くの水田生物が確認で

きる豊かな農環境が保全されている優良な敷地は、次代を担う農業

者の卵である同校生が維持管理しており、土壌診断をベースに施肥

設計を実施し、肥料の過剰投入の防止に取り組んでいる。

また、フードロス削減に取り組んでいるオムロン草津事業所が生

ゴミを敷地内で堆肥化。それを同校が利用し野菜を生産して同社社

員食堂に納品するフードリサイクルに取り組んでいる。

これらの取り組みを教科に位置づけ、学年をまたいだ形で展開し

継続性を保ち、また学校内外に発信することを通して職業人として

の意識を高揚させることができ、学校として産業人材の育成につな

がっている。

まずはお隣さんと！！ － 地元企業と協働した環境保全型農業の推進とフードリサイクル －

近畿地域環境保全型農業推進連絡会議会長賞
（有機農業・環境保全型農業部門）

滋賀県立湖南農業高等学校
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近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール
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滋賀県草津市
主な取組

同校が生産した野菜を利用
した社員食堂のサラダ

水田における生物の調査風景


